
役員のための品質経営セミナー  
 

■このような方が参加されています！ 

役 職                              担当業務 

 

■参加された方の声 

Ｑ．セミナーへの参加の目的、得たいことは何ですか？ 

 

Ｑ．講義に対してのご意見・ご感想 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．社内に本セミナーを勧められる理由は？ 

                                                 
 
 
 
 
 
 
 
                          

本件に関するお問い合わせ先： 

日本科学技術連盟 品質経営グループ セミナー担当 

〒166-0003 東京都杉並区高円寺南 1-2-1 

Tel：03-5378-1213 / Fax：03-5378-9842 / E-mail：tqmsemi@juse.or.jp 

※本データは、2021 年度開催コースデータより集計しています。 
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・研修を通じ多くの気づきを得ることで新しい考え方や TQM の本質を理解すること。 

・他社の成功事例を参考に自社がステップアップできるヒントを得ること。 

・ものづくりに役立つ品質経営を体系立てて学びながら、他社との交流を踏まえて、実践力を身につけたい。 

・品質経営における現在主管する人事総務、ＴＱＭの役割の理解と実践への活かし方。 

・新規事業を企画し実行推進していくうえで、各段階で注意すべき事項を業務・人・組織の観点で学びたい。 

・トップマネジメントとしての活動推進に役立つ網羅的な学習機会。 

・経営を担ううえで、品質問題、課題をどう捉え、どう対応していくかを本セミナーから学んでいきたい。 

 

 

・社会品質のデータ分析が有効であることを感じました。 

・品質向上（医療事故防止）はまさに人づくりであり、社員への愛情の具現化であると、講義を伺って確信しました。 

・“品質の内部構造“は新規製品開発企画に大変参考になりました。 

・『当たり前品質』となっている商品、サービスが弊社にもあるのではと感じました。評価し、米山モデルの考え方で

魅力品質の向上を考えたいと思います。 

・社会においては、統計的品質管理の活用場面が多々あり、統計学や品質管理の社会への浸透や学生が統計学を学ぶ

場の必要性を感じました。 

・講義を通して TQM の歴史、研究を理解できる。 

・講演を通して経営での実践を理解できる。 

・TQM に対する意識と知識が向上する。 

・初めて役員となった方が刺激を受けるには良い内容と感

じた。 

・リーダーとしての指針や動機付けにつながる。 

・普段聞くことの少ない、企業講演が良い刺激となる。 

 


